
  

 

   

あたたかく見守り、やさしく導く 

慌ただしい4月があっという間に終わり、5月になりました。 

今年は例年より長く楽しめたように感じた桜の代わりに、今、校庭の片隅にある藤の花が色鮮やかに咲い

ています。新年度になり、どこかよそよそしかった子どもたちは、新しい教室、友だち、先生にも慣れ、休

み時間には校庭で元気に走り回る姿を見せてくれています。 

先日の２０分休み、6年生数人が校長室を見に（覗きに？）来て、お

互い自己紹介しながら少しの時間楽しくお喋りをしました。また、別の

日の掃除の時間、5年生が校長室前の廊下掃除に来てくれました。様子

を見ていた私とお互いに軽い冗談を言いながら、友だち同士協力して廊

下を綺麗にしてくれました。「掃除疲れた～。」「疲れたってことは、そ

れくらい頑張ったってことだよ。ありがとう。」長い間教育委員会で仕

事をしていた私にとって、久しぶりの学校現場でのこうした子どもたち

との一瞬一瞬が、とても心温まるひと時となっています。 
                                        ４月２１日（月）校庭にて 

さて、４月１５日（火）、1年生と在校生による対面式を行いました。 

6年生代表の迎える言葉はとても立派で、1年生代表の二人の言葉は緊張しながらも一生懸命で、静まり

返った体育館全体に「がんばれ！」という“言葉”が浮かんでいる

ようでした。これで１年生は名実ともに浜見小の仲間入り、活動も

本格的になっています。登校時、朝の教室に向かうと、「校長先生！

おはようございます！」「うのただし先生だ！」「今日は国語のお勉

強があるんだよ。」等、気楽に声をかけてくれるようになりました。 

２１日（月）には待ちに待った給食も始まり、自主的にお手伝い

に来てくれる６年生に教えてもらいながら、後片付けをしていま

す。口一杯に給食を頬張り、目をキラキラさせる1年生を見ている

と、本当に大きく成長してほしいという思いが沸いてきます。 
片付けの仕方を、６年生が上手に教えてくれます 

 

子どもたちは６年間という学校生活の中で、楽しいことばかりではなく時には困難にぶつかることもあり

ます。もしかしたら困難なことの方が多いかもしれません。その様々な課題を、学校、保護者、地域の大人

たちと一緒に乗り越えていく。その経験の一つひとつが、将来の生きる力になっていくのだと思います。 

困難に直面する子どもを目の前にした時、私たち大人が一緒になって困難に陥るのではなく、まずは大人

がしっかり連携し、あたたかく見守り、やさしく導けるようにしていきたいです。 

２０２５年５月１日 

５ 月 号 

藤沢市立浜見小学校 

校 長  宇 野  匡 

＊浜見小学校のみんなの約束＊ 

＊登校時間を守ろう。 ＊通学路を守って登下校しよう。 ＊登下校や校外行事に出かけるときは、帽子をかぶろう。 

＊忘れ物は家に取りにもどらない。 ＊校舎内は走らず、歩こう。 ＊裏庭では遊ばない。 

＊学校に関係ないものは持ってこない。 

＊下校後、自転車で学校に来た場合は、正門内側のスペースに停め、校庭には入れない。 

＊下校後、学校に忘れ物を取りにこない。 

＊「夕焼け小焼け」のチャイムが鳴ったら、気をつけて家に帰ろう。 ４月～９月（１７：００）１０月～３月（１６：３０） 



 

遅刻・欠席の連絡は連絡フォー

ムをお使いください。左のＱＲ

コードをご利用ください。 



 

学校教育目標 

人間性豊かで自主性のある児童の育成 

 

浜見小学校の今年度の学校経営方針です。「めざす子ども像」の３点について、「礼儀正

しい子」を「すこやかな子」に変更しました。チーム浜見で取り組んでまいります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
めざす子ども像 

子どもの姿 

・明るく素直である。 

・自主的な判断や創造的な活

動が苦手である。 

 

地域の特色 

・臨海の立地だが、団地に囲まれ草木

や生き物に触れ合う機会が少ない。 

・小、中、高、特別支援学校に隣接

し、交流活動ができる。 

 

 

よく考える子 

課題を持って意欲的に学ぶ 

自分の思いを表現する 

思いやりのある子 

自分も友達も大切にする 

助け合い、協力する 

すこやかな子 

きまりを守る 

健康で安全に生活する 

具 体 的 な 取 組 

□話す・聞く態度の育成 

□一人ひとりを生かしたわか

る授業の工夫 

□学び合い、高め合う集団の

育成 

□学習指導要領の理解と研

究・研修の充実 

 

 

□自己肯定感を育む学級づく

り 

□道徳教育の充実 

□行事・特別活動等における 

 協働的な取組 

□校内児童支援体制の充実 

□いじめ防止への取組の充実 

 

□学校事故防止体制の強化 

□「学校のきまり」の共通理解

と指導の徹底 

□安全教育の実践 

□食教育の充実 

□健康教育の実践 

 

 

 

子どもを育む土台となる環境 

家庭との連携 

・保護者の気持ちを理解 

した信頼関係づくり 

・PTA 活動との連携 

 

教職員の姿 

・助け合い、学び合い 

・チームによる協働 

・働きやすい職場づくり 

 

地域との連携 

・地域資源の活用 

・地域の協力（学校評議

員、おはボラ、青少協、

社体協等） 
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